
















































第 1表 a 当農業生物研究所に於ける気温，降雨量
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1949 25.5 39.0 84.6 66.6 93.8266.9 67.1 70.4 188.2 123.3 57.5 101.4 
降 1950 155.3 46.9 65.1 133.3 124.1 162.8 12.6 91.6 206.4 84.1 127.2 22.9 
雨 1951 44.4 59.4 79.7 125.3 139.2 67.1 308.1 4.0 98.4 63.1 65.3 35.1 
量 1952 64.3 73.4 89.5 135.7 98.9149.8361.6 56.9 91.8 52.3 91.7 8.4 
1953 23.6 56.0 73.9 40.2185.3395.8235.4 38.9 295.2 38.5 61.0 53.5 
(111) 
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10時の気温。C 3.5 3.9 6.9 12.6 17.3 21.6 26.0 26.9 22.9 16.5 10.7 5.7 
平最高気温。C 8.5 8.9 12.2 18.2 22.8 26.3 30.3 31.7 27.6 21.9 16.5 11.0 
年雲低気温。C-0.7 -0.6 2.0 7.3ω17.3 22.3 23.0 19.0山口1.2
気主最低気温。C -3・8-3.5 -0・5 4.9 9・715・420・621・417・1 9・1 3.0 -1.9 
地中温度 。C 4.2 4.9 8.5 14.0 19.4 23.3 28.0 29.1 25.2 18.5 12.5 7.0 
象地面温度。C 3.6 4.6 8.4 14.4 19.5 23.8 28.2 29.8 24.9 17.8 11.4 5.8 
両降雨量 mm 34.6 47.4 86.3 94.71∞.1 160.8 135.0 89.8 154.1 98.6 55.2 38.4 
己霜日数日 20.7 17.4 12.5 3.1 0.1 0.2 7.0 18.2 





















とした.しかし. RICEおよび KELTING(1955)は CAINの10%点は樫数の増加ととも
に移動するので10%というのは指標としての価値に疑問をもっている.また ARCHIBALD
(1949)は群落の総種数の 50%をもっ面積が植物群落の特有の面積であると考えて 50% 
面積をXsoと呼んでいる. HOPKINS (1955)の種数一対数面積 (species-logarea)の調査で
は小面積のときは面積の増加に伴う種数の増加は僅少で，傾斜はゆるやかだが，大面積で
は急に傾斜して，殆んど直線を示すと述べた.つぎに，調査桓 (quadrator sampIing plot) 
























































































3.0 60 3.0 100 
3.2 100 2.6 1∞ 
1.2 80 1.6 100 
2.0 80 2.8 100 
1.2 100 1.4 100 
+ 20 0.8 80 
0.8 40 1.4 100 
0.8 100 0.8 100 
0.6 60 1.0 1∞ 
+ 40 
























































アオピユ + 20 
全種数 15. 21. 25. 25. 29. 
平均種数 8.2 14.0 15.6 18.2 20.0 
0.6 60 1.0 80 
+ 20 + 40 
+ 20 + 60 









+=0.5%以下. 1 =1/1∞-1/20. 2 =1/20-1/4. 3 =1/4-1/2. 
4 =1/2-3/4. 5 =3/4-4/4. 
積もまた 1m2と見られる.第3表の裸地圃ではメヒシパが優占種でハマスゲ，エノキグ
ザ，イヌピュが次優占種であち，第2図 Cのようにこの群落の 10%点は 1.5m2であった.
これらの測定全面積は裸地圃では 25m2，大豆畑では 9m2• 陸相畑では 6m2 であったが，
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第 3表 棟地闘の雑草群落の優占度と頻度(1952年9月10日〉
cm cm cm m 1.5 m m m m 冨1 cm 
10x10 20x20 50x50 1x1 x1.5 2x2 3x3 4x4 5x5 50x50 
雑 草 名
P 度度F度度F度度F度度度F度度F度度F度F度度度F度τ散
メ ヒ 古〆 パ 4 8~ 4品 41品 41a41品 41品 51a51品 51d845
エノキグサ 100 1 ro 2100 2100 2100 21∞2 1∞2 100 2 100 10.9 
，、 '司F ス ゲ 1 50 2 90 2 100 2 100 2 100 2 100 3 100 3 1∞2 90 58.4 
トキ γ ソウ+ 10 + 10 + 40 1 90 1 1∞1 1∞1 1∞1 1∞1 1∞2.6 
イ ヌ ピ ユ+30 1 50 1 100 2 1∞1 100 2 1∞2 100 2 100 2 1叩 0.7
ハナイパナ+10 + 40 1 1∞1 1∞1 100 1 1∞1 1∞1 100 1 1∞4.4 
イ ヌ タ デ+10 + 40 + 70 1 90 1 100 1 100 1 1ω1 1∞1 100 1.9 
コニジキソウ+ 10 + 30 + 30 + 40 1 70 1 1∞1 1∞1 1∞1 1∞0.4 
タカサプロウ+ 10 + 20 + 40 1 70 1 90 1 80 2 90 2 1∞2 100 1.3 
スベリヒユ+ 10 + 10 + 40 1 90 1 100 1 1∞1 100 1 100 1 1∞2.1 
コゴメガヤツリ + 10 1 90 1 100 1 100 1 1∞1 100 1 1∞1 100 4.0 
コヒルガオ + 10 + 10 + 10 + 40 + 30 1 00 1 70 1 1∞0.3 
イヌガラジ + 10 + 50 + 40 + 40 1 70 1 80 1 80 1 80 1.3 
エノヨログサ + 10 + 40 1 80 1 90 1 100 1 1∞1 1∞0.3 
ス ギ ナ + 20 1 50 1 60 1 50 1 60 1 60 1 00 0.1 
ザ p ロソウ + 30 ・ト 40 1 30 + 50 + 50 1 60 1 60 0.4 
カ タ ，、. 、. + 20+ 30+ 30 ・ト 40 + 50 + 50 1 70 0.3 
イ ヌ ピ :r. + 40 1 60 1 60 1 70 1 80 1 1∞1 1∞0.7 
ア ゼ ナ + 30 + 30 + 30 + 30 + 50 1 60 1 60 0.4 
オ ヒ γ 2、. + 10 + 40 + 10 ・ト 10 + 10 + 20 + 30 0.4 
ア オ ピ :L + 20 + 10 + 30 1 50 1 90 
イノコヅチ + 10 + 10 + 10 + 10 + 10 
ヒメムカジヨモギ + 10 + 10 + 20 + 30 + 30 
エワホコリ + 10 + 10 + 30 + 30 ・ト 40 
イヌノフグリ +20+30 ・ト 60 + 30 
ホトケノザ + 10 + 10 + 10 
ノ ザ ‘ン + 10 + 10 + 10 
ヒ デ リ コ + 10 + 40 + 40 
アレチノギタ + 10 + 10 
ムラサキサギゴケ 十 10+ 10 
コイヌガラシ 十 20+ 20 
キウリグサ + 10 + 10 
チジャ + 10 
全種数 10 13 20 20 24 24 28 32 33 
平均種数 (2.8) (4.8) (10.3) (12.9) (14.9) (15.9) (17.8) (19.9) (21.0) 
生重量 g 一一 268 963 1894 3385 7665 
備考 各区10権平均.ハマスゲの個体は連続している.
優占度H ・H ・+=少数で被度は非常に低い. 1 =多数であって被度が低いか，またはかな
り少数であるが被度の高いもの. 2 =非常に多数であるか，または少なくとも測定面積



















xl lxl 2x2 
b.大豆畑
M法からとれば裸地聞の優占種であるメヒシ 0.6xO.6 1;:2 2x2 
パでは50x50cmにおける平均密度は550cm2
(25∞cm2-:-4.7…第3衰の個体数参照〉な






































起調査，以後約10日間隔で (3).(4)， (5). (6) 町制・嗣印刷
第3図 裸地圃第1回試験の耕(7). (8). (9)区を設け，また3回耕区は各区とも 起及び雑草群落調査日




































入れからそれぞれ15日ずつおくれて調査， 耕起する (2)(3) (4) (5) (6)区と，
また3回耕区は第2回目の耕起を7月17日に行って，以後約半ヶ月ずつおそ〈した
(7) (8) (9) (0)区ならびに(11)の8月1日と 8月31日， (12)の8月16日と 9







起を 11 月 4 日から 30 日間隔で 1~6 ヶ月後に，それぞ
れ調査耕起する (2)，(3)， (4)， (5)， (6)， (7)， 
(8)， (9)を設けた.またそれぞれの間隔日数をち
がえた3回耕区(17)，(18)， (19)， 4回耕区 (20)，
(21) ， (22)， 5回耕区 (23)を設けた.なお， 1月4日
に土入れした2回耕区は， 12月4日以後30日間隔で
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1回耕区(1)は10月5日に土入れ後，翌年の 10 語研 ， 1・






間3回耕区の (8)，(9)， (10)， (11)は4ヶ月毎に，
起及び雑草群落調査日
(1951-53) 
年間2回耕区の(12)，(13)， (14)， (15)， (16)は5ヶ月毎に， 同じく(17)，(18)， 
(19)， (20)， (21)， (22) は 6 ヶ月毎にそれぞれ調査耕起した.以上，年間 2~12 回耕と
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第 8図裸地圏第 1回試験
耕起の時期，回数と0.81m2当りの雑草量 (1949年2月17日-7月4日〉
位を示せば，メヒシパ5367本， 5467 g (1 )，タデ類2912本， 5150 g (2)， (サナエタデ，
イヌタデ，ハルタデ幼時の区別困難で一括した)，ツメクサ702本， 419g(5)，ノミノフ
スマ 526本， 32Ig (6)， カヤツリグサ(コゴメガヤツリ，タマガヤツリー括)325本，
95 g (13)，ノピェ 300本， 151g(9)，ミズガヤツリ 262本， 229g(8)，スズメノテッポ
ウ217本， 690 g (4 )，イヌガラシ168本， 902 g (3)，ムシクサ151本， 115 g (11)， セ















そいので，この聞にメヒシパが320本， 90 gから430本， 600 g ，タデ類は82本， 70gか
ら120本， 570 g ， イヌガラシは10本. 20gから60gのように株数の増加はわずかであ
るが，重量の急増による.この生長関係は2回耕の第2回目の耕起を4月30日以前に行な
う(2)，(3)と， 5月10日以後に行なう (4)，(5)， (6)， (7)， (8)， (9)とにも見
??
られる，すなわち， 4月30日以後は10聞のちがいが株数とくに重量を大きくちがえた.
たとえば， (3) 4月30日のタデ類は293本， 84 gが (4)5月10日には317本， 338 g 
に，同じくノミノフスマ 16本， 5 gが47本， 73gに，スズメノテッポウ 29本， 62 gが54









ら見て (2)，(3)，(4)の5月10日以前の耕起と， 5月20日以後の (5)…(8)耕起区
とでは，後者は発芽中のメヒシバが除去されるので，その株数，重量はきわめて小さし
最高区でも前者の1/3-1/5にすぎない. このように， 4月上旬以後は雑草の生育を許す





g (1)，ツメクサ3247本， 215 g (4)，カヤツリグサ1940本.223 g (3)， ノミノフスマ
1883本， 202 g (5)，メヒシパ1543本， 54H (2)，ヒデリコ 1270本. 65g(9)， スズ
メノテッポウ 879本， 9U(8)， ノピエ 876本， 61 g (10)，ムシクサ770本， 43g (12)， 
エノコログサ699本， 102 g (7)，イヌガラシ447本.59 g (11)，イヌタデ399本， 127 g 


























862g (1)がとくに大きしつづいてコゴメガヤツリ 407本， 166 g (3)，キカγグサ286
本， 59 g (5)，アゼナ190本， 3n (6)， アプノメ 157本， 28g (7)， ミゾハコベ138
本， 4.2g(12)，……イヌガラγ100本， 12g(9)，エノコログサ93本， 2.H (15)，・
アゼトウガラシ64本， 26 g (8)，ノピエ40本， 180g(2)，アゼガヤ21本， 8H(4)の
ようである.また各期の群落量は附表3の下段および第10図のようである.


















月1日の499本， 1U， (4) 8月16日の586本， 115 g， (5) 8月31日の512本， 200 





めである.つぎに3回耕の場合の延株数は， 7月1日から 30日おきに耕起する (11)の
958本が最大で，つづいて 7月1日から 15日おきに2回耕起する(7)の 760本が多い，
それらはヒデリコが圧倒的に多数を占める. しかし，逆に，それらの重量は 60~80g で
最小である.2，3回耕を通じて重量の最大は2回耕の (6)の312g，つづいて 3回耕
(10)の256gであった.この 15日聞にはヒデリコ，ノピエ，キカシグサ，アゼナ，アプノ
メなどが急に大きく生育する.たとえば，(3) 7月1日から8月1日にヒデリコ 421本， 8 
gがそれより 15日後には(4)543本，6n， 30日後には (5)475本， 157 gのように，
また (8)7月17日耕から8月16日にはヒデリコが 59本， 19 g， (10) 9月15日には 143
本， 166gと4...8倍にも増している.2，3回耕を通じて延株数の最小は(6) 330本であ
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355本，重量1""18 gのように，ともにそのまま長くおくほど大きくなゆ， とくに (8)
5月3日調査は335本， 118 gで，それらは全区を通じて最大である. しかし， それから
後は成熟枯死株が出来るため (9)6月2日， (1) 7月2日区では100本， 40g以下に減
少する. 10月5日耕起始めで2"""5田耕の延株数，重量の最大は10月5日から3ヶ月後










(5.04m2)の全株数，重量(括孤内〉の多い順位は，ヒデリコ 2503本， 10 g (16)，カヤツリ
グザ1475本， 18 g (12)，サナエタデ891本， 162 g (2)，ツメクサ 681本.44g(8)，セ
ンダングサ410本， 342 g (1)，メヒシパ403本， 108 g (3)， ノミノフスマ 387本， 35 g 
(9 )，エノコログサ301本， 50g (5)，ハハコグザ246本， 17 g (14)，ヒメムカ γヨモギ
208本， 45 g (7)，イヌガラシ206本， 62 g (4)， アゼガヤ 178本， 9 g (18)， スズメノ
テッポウ171本， 46 g (6)，ムジクサ151本， 18 g (13)， ミミナグサ 112本， 29 g (10)… 












れば，イヌタデ1316本， 153 g (6)，エノコログサ1299本， 1035 g ( 1 )， ヒデリコ 1007
本， 195g(4)，サナエタデ772本， 41 g (14)，ハハコグザ660本， 34 g (18)， カヤツリ
グサ 648本， 58g (11)，キカシグサ588本， 120g(7)， ミミナグサ583本， 66 g (10)， 
メヒシパ420本， 438 g (2 )，アゼナ 378本， 34 g (19)，ツメクザ 344本， 9 g (35)，キ
ウリグサ332本， 105 g (8)， タカザプロウ 191本，21n (3)， ミズガヤツリ 185本，
186 g (5)，エノキグサ 179本， 50 g (12)，のようであり，その他株数は小さいが，や L
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本(出現株91)， 4回耕710本 (821)， 3回耕




















































5.6%， それぞれイヌタデが11.5，4.4 %，サナエタデ6.7，1.2 %，タカサプロウ 1.7，
6.3%，コゴメガヤツリ 5.7，1.7 %，キカシグサ5.1，3.5 %，ノピェ 0.4，1.3 %と，秋
から初春に発生するミミナグサ5.1，1.9%，ツメグサ3.0，0.3 %，ハハコグサ 5.8，1.0 
%， キウリグサ2.9，3.0 %などが比較的多い種であり， それらの頻度は5....10%であ
る. また，第1....5回試験で多年生雑草ではイヌガラシが株数1.5....2.2%，重量0.6.. 
6.1%， ミズガヤツりが 1.1-2.2%， 0.2....5.4 %で大きい方である.
第3回試験のように水稲作に相当する期聞く7月...9月〉で，湿潤畑の状態で発生す
る雑草群はヒデリコが圧倒的に多く頻度97%， 株数70，五 重量58%で最優占種であっ
た.ついで，それぞれコゴメガヤツリ 78，5.4， 11.2 %，キカシグサ， 63%， 3.9， 3.9% 
であり，その他の種は頻度40-60%で， アゼナは株数2.6%，重量2.5%， ノピ""，

















2月第23冒246月回21 日 7第月1日3→A月回初日 1第0月4回 第 5回
頻度月i本数日→J月|2量震H M 室時1本数，1 量重% 頻度%|l5本数8.. り7月r量重日% 頻度10%月r日本数ー叫%}4|15 R量重' % 雑 草 名 売|室Jえ
ミミナグサ 801 11.01  0.7 25 0.4 
1112j7151 
1.9 
ツメタサ 1001 5.91 3.3 73 14.1 2.2 7.21 4.0: 79: 3.0 0.3 
ノミノフスマ 841 4.41 2.2 62 8.2 2.01 41 0.1 ー 1001 4.11 3.21 641 1.1 0.2 
スズメノテッポウ 791 2.1 5.1 50 3.8 0.9 28 0.5 0.03 75 1.7 4.2 611 1.6 0.2 
ヤエムグラ 131 0.02 0.02 91 0.1 o.ω 11 0.1 0.1 511 1.0 0.6 
ハハコグサ 631 1.0 0.6 39 0.9 0.2 5 -: 0.01 591 2.61 1.5 551 5.8 1.0 
ム シ p サ 691 1.3 0.8 44 3.4 0.5 59 1.5 1.6 461 0.7 0.1 
キウリグサ 31 0.03 0.01 40 0.7 0.2 15: 0.5 0.03 31 0.4 0.9' 35 2.9 3.0 
ヒメムカ シヨモギ 101 0.1 0.4 51 1.5 0.2 661 2.2 4.1 221 1.1 0.8 
カラスノエンドウ 61 -! - 0.1 191 0.07 0.03 
，、 コ d、- 131 0.1 0.1 131 0.1 161 0.2 0.01 
コイヌガラシ 51 0.11 0.05 241 0.2 0.3 171 0.06 0.1 
レ 〉〆 ゲ 141 0.1 0.1 810.02 -: 13 0.04 0.01 131 0.03 171 0.07 0.1 
イヌノフグリ 11 0.2 251 0.5 0.03 
オニタビラコ 38 0.2 0.3 810.01 0.1 131 0.3 0.1 
スズメノカタピラ 10; 0.01 131 0.01 
スカシタゴボウ 61 0.1 0.05 
ナ ズ ナ 191 0.14 0.4 
ノ ザ シ 131 0.02 0.1 
キツネアザミ 131 0.01 0.05 
タ ガ ブ 、ン 131 0.03 0.01 
スズメノェ γドウ 131 0.01 0.03 
カワジシャ 141 0.03 
タネツケパナ 20 0.04 0.11 31 0.02 39 0.3 0.1 47 0.6 0.6 
ハナイバナ 30 0.5 0.31 8 0.11 0.02 171 0.5 2.5 29 0.4 0.5 
キツネノボタン 25 0.03 -: 4 19 0.1 1.0 29 0.4 . 0.3 
ムラサキサギゴケ 21 0.1 0.1 61 0.1 0.03 16 0.1 0.2 35 1.6 1.1 
サナエタデ 95 32.5 80.3 94 9.4 14.7 100 6.7 1.2 
24.5 34.8 
イヌタデ 42 1.7 1.4 20 0.2 0.3 45 0.7 0.8 69 11.5 4.4 
メ ヒ ツ .、. 100 45.2 36.9 88 6.7 5.4 18 0.1 0.5 100 4.3 9.8 86 3.7 12.7 
ヒ デ リ コ 131 0.1 -: 68 5.6 0.7 971 70.1 57.9 89 26.5 0.9 691 8.8 5.6 
エノコログサ 77 3.1 1.1 32 1.3 0.2 86 3.2 4.5 761 11.3 29.9 
タカサ プ ロ ウ 23 0.1 0.03 141 0.9 0.3 62 0.3 0.3 741 1.7 6.3 
コゴメガヤツリ 791 2.7 0.7 73 8.5 2.2 781 5.4 11.2 89 15.6 1.7 81 5.7 1.7 
トキ γ ソウ 40 0.5 0.1 45 0.5 0.5 77 0.8 0.1 69 0.6 0.1 
エノキグサ 47 0.8 0.4 54 0.4 0.2 2 一 一 63 0.3 0.6 691 1.6 1.4 
キカシグサ 631 3.9 3.9 30 0.05 55 5.1 3.5 
ミゾハコベ 241 1.9 0.4 55 1.5 0.08 
ア ゼ ナ 50 2.6 2.5 31 0.1 591 3.3 0.1 
アゼトウガラシ 42 0.9 1.7 401 0.4 0.7 
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バが 8~10 月に代表せられ，その他イヌタデ，エノキグサ，カヤツリグサが 5~9 月に，
6月耕ではメヒシパが7~10 月，ヒデリコ，カヤツリグサ，エノキグサが 7~9 月， キ
カシグサ 8~10 月，タカサプロウが 9~12月に多い， 7 月耕ではヒデリコ，キカシグサが
8~10月，タカサプロウ 9 ~12月，アゼナ，アプノメ，カヤツリグサが 8 ， 9 月に多く， 8
月耕ではヒデリコ，アゼナが9，10月に，キカシグザ，タカサプロウが 9~12月に多く，
加えて， ミミナグサ，ノミノフスマ，ツメクサが8月耕から発生をはじめた， 9月耕では
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第15図によれば，群落の草高の低い時期は 9，10， 11月耕を 1，._6ヶ月後まで放任し
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て， 4月から発生するサナエタデ，イヌタデ， 5月からのエノコログサ， 6月からのメヒ
シパで代表される. また3月耕では株数は 7月まで135，._394本，重量は8月までに1-
-24ー
































本 ，幅H・Ts 本敏T . 
重量
重 量











種，つぎに 6 月および 3 月耕の約 80~90. 種数の最小は 11.12. 1月耕の約50.4.5月耕
も少なく約65種であり，また延株数の最大は9月耕で約1800本，つづいて 6.7.8月お
よび 3 月耕の約 1200~1400本.4.5 月耕の約 700本が中位で. 10. 11. 12月耕の300-4∞
本が最小である. しかし，生重量では逆に4.5月耕の約600gが最大で，ついで3月耕




8.9月観察の700g台が最大，ついで10月の570g • 7月の440g.3. 4. 5. 6.11月の100




































でなかった.しかしそれを次のように， 各種類を Ts，Tw， Ch， H， G，の各生活型別に類
型すれば比較的簡単に説明出来る.




と9-12月と 3-5月の各時期に示され， このピークは秋から初春に発生する Twと春
から早〈発芽する春型Tsと初夏から発生のTsのそれぞれ3型の発生盛期にあたっている.
しかし， 2ヶ月毎耕では9-11月の山が低いので3頂が乱れて2頂曲線に近く，一方， 1 
-4ヶ月毎耕の重量は 7-8月の時期に単頂曲線となの， それらは殆んどが， Tsの重量
によって占められ，この期聞が年間の最大重量となる.しかし， 5ヶ月毎耕の株数は 5，












月の302本， 47g， 2ヶ月間では8月の 443本， 137 g ， 3ヶ月間では8月の 313本， 7月の






ヶ月間の 6月の20gが最大，またTwは生育期聞が1ヶ月では9月の178本， 11月の 1g， 
2ヶ月間では 10月の 151本， 7g， 3ヶ月間では11月の 146本， 11 g， 4ヶ月聞の12月の














してし 2月頃が最高，重量は 1"""6ヶ月と生育期聞が長くなるにつれて漸増している， 7
ヶ月以上放任すればさらに増加が考えられる隼.また，多年生 (G，H， Ch)は1，2ヶ月期
間では株数，重量が各月ともきわめて小さく，大きいのは 3ヶ月生育期間の8月の 65本，

















なる 3頂曲線が示され， 5月には主に TseとTsの2つで， 9月はほとんどが Tsで占めら
れ，それに小さい G，Ch， Hの山が加わる， 1 ， 2月の頂点は5，9月のものより小さくて
それはTwで占めている.種数の3頂曲線は明瞭とはいえないが内容的には株数のそれ





熟種数とが殆んど同数になゆ， 4ヶ月では結実種数の方が多く， 5， 6ヶ月では，殆んどの
種類が成熟する.また Twは3ヶ月間では，開花結実種類がいまだ見られず， 4，5ヶ月後
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